
Ⅱ 老健事業への取り組み  Ｈ27年度事業内容発表 

Ⅲ

Ⅰ

基調講演：「介護保険制度の改正の動向と福祉用具専門相談員の役割」　
厚生労働省老健局振興課
福祉用具・住宅改修指導官　介護ロボット開発普及推進官　　東 祐二氏

平成27年度定時総会
適切な福祉用具の提供に向け、専門家としての自己研鑽の
努力義務が法制化。福祉用具専門相談員制度の大きな転換点に

2015.６.23

バリアフリー2015 ふくせんシンポジウム／平成27年度制度改正！
2015.4.16・17・18　in大阪

　冨田大二氏 　（株）同仁社
　岩田麻由美氏　（有）千広

             松﨑佐一郎氏　マツザキマテリアル（株）
SV        活動紹介スーパー

バイザーⅤ

Ⅳ ワークショップ　メーカーの視点を福祉用具サービス計画書に活かそう！

Ⅵ 田代正博氏
（株）ライコム・コーポレーション
会員インタビュー

＊研修ポイント制度事務局通信＊　　　　　　　　　　　～「マイページ」ってどうなってるの？～

ふくせんレポート 第12号
2015.7.15
発行

※平成 27年 4月1日から以下の条文が新設されました。
「福祉用具専門相談員は、常に自己研鑚に励み、指定福祉用具貸与の目的を達成するために必要な知識及び技術の修得、
維持及び向上に努めなければならない。」（指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準第 201条第 2項）

登録者だけが見ることのできる「マイページ」。今回はその中身をご紹介します。
　　　　 マイページでできること
　①自分が取得したポイントの閲覧
　②取得ポイントの科目ごとの分布の確認
　③受講した研修ポイントの申請
　④プロフィールの変更

特筆すべきは「②取得ポイントの科目ごとの分布の確認」。
具体的にはこんな感じです

各科目の目標値に対して、自分が今どれだけのポイントを
取得できているかを確認することができるので、
自身のスキルアップの指標にしたり、
後輩の育成の指標にしたりすることができます。

会員のみなさんは、初期登録料￥3,000円のみ（年会費無料）
でご活用いただけます。
ぜひ、いろんな活用の仕方を発見してください！
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開
会
に
あ
た
っ
て
、
岩
元
文
雄
理
事
長
は
、「
平
成

27
年
度
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
や
、
自
己
研
鑽

の
努
力
義
務
規
定
な
ど
大
き
な
変
化
と
と
も
に
ス
タ
ー

ト
し
た
。
本
会
と
し
て
は
、
政
策
と
し
て
示
さ
れ
た

方
向
性
に
そ
っ
て
、
自
己
研
鑽
を
支
援
す
る
し
く
み

を
し
っ
か
り
提
供
し
て
い
き
た
い
。
福
祉
用
具
専
門
相

談
員
の
よ
り
一
層
の
資
質
の
向
上
を
求
め
て
い
く
こ
と

が
、
現
場
で
の
よ
り

適
切
な
福
祉
用
具
利

用
の
推
進
や
、
真
の

自
立
支
援
に
つ
な
が

る
の
だ
と
思
う
」
と

述
べ
た
。

【
来
賓
挨
拶
】
厚
生
労
働
省
老
健
局
振
興
課
長
髙
橋
謙
司
氏

　
「
介
護
保
険
制
度
開
始
か
ら
15
年
た
ち
、
人
間
に
た

と
え
れ
ば
今
後
成
熟
期
に
入
る
と
こ
ろ
。
こ
こ
で
大
切

な
の
は
、
医
療
な
ど
他
の
制
度
と
う
ま
く
連
携
し
、
地

域
で
在
宅
で
も
安
心
し
て
福
祉
用
具
を
利
用
で
き
る
こ

平成27年度定時総会

Ⅰ

賛助会員各位
いつもご協力ありがとうございます

ⅠⅠ
適
切
な
福
祉
用
具
の
提
供
に
向
け
、
専
門
家
と
し
て
の
自
己
研
鑽
の
努

力
義
務
が
法
制
化
。
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
制
度
の
大
き
な
転
換
点
に

と
で
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
に
な
っ
て
も
生
活
し
や
す
い

住
環
境
の
確
保
や
、
高
齢
者
の
健
康
の
た
め
の
介
護
予

防
、
生
活
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
力
を
入
れ
る
こ

と
も
必
要
」
と
述
べ
た
髙
橋
氏
は
、
本
会
お
よ
び
本
会

会
員
に
向
け
、「
ご
利
用
者
が
安
心
し
て
福
祉
用
具
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
、

ま
た
、
少
し
で
も
自

立
支
援
に
つ
な
が
る

よ
う
に
尽
力
を
お
願

い
し
た
い
」
と
期
待

を
寄
せ
た
。

■
本
年
度
の
４
議
案⇒

承
認

　

議
案
①
平
成
26
年
度
事
業
報
告
案
に
関
す
る
件

　

議
案
②
平
成
26
年
度
決
算
報
告
案
に
関
す
る
件

　

議
案
③
役
員
選
任
案
に
関
す
る
件

　

議
案
④
定
款
変
更
案
に
関
す
る
件

　

当
日
は
、
出
席
55
名
、
委
任
状
提
出
者
１
３
３
５
名
、

議
決
権
総
数
は
１
３
９
０
個
（
会
員
数
１
８
８
５
名
の

定
時
総
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議
（
４
月
17
日
）
で
は
、「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
自
己
研

鑽
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
普
及
・
啓
発
運
動
」を
行
う
と
決
定
し
た
。総
会
で
は
、そ
の
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
と
と
も
に
、

職
種
自
体
の
社
会
的
地
位
向
上
の
み
な
ら
ず
、
各
々
が
専
門
家
と
し
て
の
知
識
・
技
術
を
磨
く
こ
と
、
そ
の
意
識
を

持
っ
て
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
が
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
今
後
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

平
成
27
年
度
定
時
総
会
＆
講
演
会
＆
研
修
会

２０１5
6／23

　
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
指
定
講
習
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
見
直
し
で
は
、
認
知
症
な
ど
疾
病
に
つ
い

て
の
理
解
と
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に

関
す
る
知
識
が
特
に
重
視
さ
れ
ま
し
た
」。
今
後
は

そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
習
し
た
人
た
ち
が
現
場

に
出
て
く
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
資
格
要
件
の
見
直

し
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
福
祉
用
具
専
門
相
談

員
の
レ
ベ
ル
の
底
上
げ
が
期
待
で
き
る
と
東
氏
は

言
う
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
事
業
所
に
対
し
て
は
、
そ
の

従
業
員
の
教
育
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、

今
後
は
、
必
要
な
知
識
の
修
得
や
能
力
の
向
上
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〝
自
己
研
鑽
〞
が
福
祉

用
具
専
門
相
談
員
本
人
の
努
力
義
務
と
な
っ
た
。

　
「
調
査
で
は
、
従
業
員
に
何
ら
か
の
教
育
を
実
施

し
て
い
る
事
業
所
は
９
割
で
、
非
常
に
高
い
実
施

率
で
す
が
、
頻
度
は
１
〜
２
月
に
１
回
な
ど
ま
だ

ま
だ
低
い
。
高
頻
度
で
行
え
ば
短
期
間
で
力
が
つ

く
、
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ

う
な
実
態
も
踏
ま
え
て
き
ち
ん
と
勉
強
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
」（
同
氏
）。

基調講演

介
護
保
険
制
度
の
改
正
の
動
向
と
福
祉
用
具

専
門
相
談
員
の
役
割

厚
生
労
働
省
老
健
局
振
興
課

福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
指
導
官

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
普
及

推
進
官

▲ 厚生労働省老健局振興課長  
　  髙橋謙司氏

　

議
案
①
平
成

　

議
案
②
平
成

　

議
案
③
役
員
選
任
案
に
関
す
る
件

　

議
案
④
定
款
変
更
案
に
関
す
る
件

　

議
案
①
平
成

　

議
案
②
平
成

　

議
案
③
役
員
選
任
案
に
関
す
る
件

　

議
案
④
定
款
変
更
案
に
関
す
る
件

▲ 岩元理事長

東 

祐
二 

氏 
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本
会
は
、
平
成
27
年
度
厚
生
労
働
省
老
人
保
健
健

康
増
進
等
事
業
の
助
成
を
受
け
て
調
査
研
究
に
取
り
組

む
。
事
業
名
は
、「
専
門
的
知
識
、
経
験
を
有
す
る
福

祉
用
具
専
門
相
談
員
の
配
置
に
向
け
た
研
修
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
等
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
」。

　

平
成
25
年
12
月
の
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会

の
意
見
書
で
は
、
さ
ら
な
る
専
門
性
向
上
等
の
観
点
か

ら
、「
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
福

祉
用
具
専
門
相
談
員
の
一
部
に
つ
い
て
、
よ
り
専
門
的

知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
の
配
置
を
促
進
し
て
い
く

こ
と
に
つ
い
て
、検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」と
し
て
い
る
。

　

本
事
業
で
は
、
適
切
な
養
成
方
法
の
在
り
方
に
つ
い

て
具
現
化
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
、「
よ
り
専
門
的
知

識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
」
の
配
置
に
向
け
て
、
研
修

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
や
経
験
年
数
等
の
要
件
、
運
用

方
法
等
な
ど
、
具
体
的
な
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く
予

定
だ
。（
昨
年
度
事
業
報
告
↓
８
頁
）

「
よ
り
専
門
的
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
」
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
配
置
に
つ
い
て
検
討

３
分
の
２
以
上
）
で
、
総
会
は
適
法
に
成
立
し
た
。

■
報
告
：
平
成
27
年
度
事
業
計
画
４
つ
の
基
本
方
針

　

平
成
27
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
に
つ
い

て
事
務
局
か
ら
説
明
し
た
。

  

①
「
研
修
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
の
充
実
を
図
る

  

②
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

  　

の
普
及
啓
発
お
よ
び
指
導
者
の
育
成

  

③
各
都
道
府
県
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
研
修
会
開
催
支
援
と   

  　

福
祉
用
具
プ
ラ
ン
ナ
ー
研
修
の
開
催

  

④
会
員
増
強
。
各
都
道
府
県
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
お
よ   

  　

び
地
域
で
の
関
連
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
強
化

老
健
事
業
へ
の
取
り
組
み 

Ｈ
27
年
度
事
業
内
容
発
表

老健事業への取り組み／シンポジウム

Ⅱ

▲ 畔上副理事長の力強いコールに続き、会員全員で唱和

【「
会
員
増
強
プ
ラ
ス
ワ
ン
運
動
」
功
労
者
表
彰
】

　

平
成
26
年
度
、「
会
員
増
強
プ
ラ
ス
ワ
ン
運
動
」
に

ご
功
労
い
た
だ
い
た
会
員
を
代
表
し
、
４
名
の
方
に
感

謝
状
を
授
与
し
た
。

　

新
潟
県
ブ
ロ
ッ
ク　

武
藤
大
希
氏

　

広
島
県
ブ
ロ
ッ
ク　

澤
本
恭
宏
氏

　

沖
縄
県
ブ
ロ
ッ
ク　

佐
藤
大
介
氏

　

東
京
都
ブ
ロ
ッ
ク　

田
代
正
博
氏

▲ 左から、田代氏、澤本氏、佐藤氏

▲ 岩元理事長（左）から感謝状を受
ける武藤氏代理保坂氏

【
自
己
研
鑽
普
及
啓
発
ア
ピ
ー
ル
】

　

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
自
己
研
鑽
の
努
力
義
務
が
課
さ
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
は
、
今
回
の
制
度
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、「
福
祉
用

具
専
門
相
談
員
の
自
己
研
鑽
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
」
に
向
け
て
、

以
下
の
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

一
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
倫
理
、
法
令
を
遵
守
し
福
祉
用
具
の

啓
発
に
努
め
ま
す
。

一
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
福
祉
用
具
の
活
用
を
通
じ
て
高
齢
者
・

障
が
い
者
の
地
域
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

一
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
自
ら
の
研
鑽
に
励
み
、
医
療
や
各
専

門
職
と
の
連
携
を
深
め
、
情
報
の
共
有
に
努
め
ま
す
。

　

広
島
県
ブ
ロ
ッ
ク　

澤
本
恭
宏
氏

　

沖
縄
県
ブ
ロ
ッ
ク　

佐
藤
大
介
氏

　

東
京
都
ブ
ロ
ッ
ク　

田
代
正
博
氏
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◎
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

  

白
澤
政
和
氏

○
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト　

  

神　

智
淳
氏

  

原
田
重
樹
氏

  

渡
邉
愼
一
氏

  

岩
元
文
雄
氏

  

東　

祐
二
氏

桜
美
林
大
学
大
学
院
老
年
学
研
究
科

教
授

お
茶
の
水
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
学
院
学
院
長

日
本
介
護
支
援
専
門
員
協
会
副
会
長

神
奈
川
県
作
業
療
法
士
会
会
長（
現
顧
問
）

本
会　

理
事
長

厚
生
労
働
省
老
健
局
振
興
課
福
祉
用

具
・
住
宅
改
修
指
導
官

福
祉
用
具
支
援
で
特
に
留
意
す
べ
き
点
は
？

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
利
用
目
標
・
自
立
支
援

　

神
氏
は
、
従
事
し
て
か
ら
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
重
要

視
さ
れ
る
な
か
で
、「
研
修
ポ
イ
ン
ト
制
度
で
努
力
が

〝
見
え
る
化
〞
さ
れ
、
環
境
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
」

ⅢⅢⅢ
ふ
く
せ
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
平
成
27
年
度
制
度
改
正
！

求
め
ら
れ
る
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
専
門
性
の
向
上
に
ど
う
応
え
る
か

バ
リ
ア
フ
リ
ー
２
０
１
５

２０１5
4／16

4／18
（大阪）

〜

平
成
27
年
度
制
度
改
正
で
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
入
口
と
な
る
指
定
講
習
会
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
が
見
直
さ

れ
、
研
修
時
間
も
40
時
間
か
ら
50
時
間
に
増
え
た
。
と
は
い
え
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
に
比
べ
て
入
口
が
易
し
い
の
が

実
情
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
現
に
従
事
す
る
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
に
対
し
て
は
、「
常
に
自
己
研
鑚
に
励
み
、（
中

略
）
必
要
な
知
識
及
び
技
術
の
修
得
、維
持
及
び
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（注）
と
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、研
修
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
活
用
も
含
め
、福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
専
門
性
の
向
上
に
つ
い
て
、

多
方
面
か
ら
意
見
交
換
し
た
。
（注）
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
２
０
１
条
第
２
項

神 智淳　氏
（じん とみあつ）

原田 重樹　氏
（はらだ しげき）

福
祉
用
具
支
援
で
特
に
留
意
す
べ
き
点
は
？

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
利
用
目
標
・
自
立
支
援

渡邉 愼一　氏
（わたなべ しんいち）

岩元 文雄　氏
（いわもと ふみお）

こ
と
に
期
待
を
寄
せ
た
。
ま
た
、「
我
々
も
指
定
講
習

事
業
者
と
し
て
、
求
め
ら
れ
る
も
の
に
耐
え
得
る
研
修

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

原
田
氏
は
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
が
将
来
的
に
在
宅
に
導

入
さ
れ
る
可
能
性
に
触
れ
、「
事
故
や
リ
ス
ク
も
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
提

案
で
き
る
専
門
職
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
と
し
た
。
ま

た
、「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
が

机
を
並
べ
て
一
緒
に
研
修
を
受
け
る
機
会
を
つ
く
り
、

自
立
支
援
に
向
け
て
職
種
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
」
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　

渡
邉
氏
は
リ
ハ
職
の
立
場
と
し
て
、「
理
学
・
作
業

療
法
士
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。
理
学
・
作
業
療
法
士
は
、

東 祐二　氏
（ひがし ゆうじ）

白澤 政和　氏
（しらさわ まさかず）

平成27年度定時総会

治
療
を
軸
足
と
し
た
福
祉
用
具
の
活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

も
っ
て
い
る
。
互
い
に
学
び
、
連
携
す
る
こ
と
で
、
病

院
か
ら
在
宅
介
護
へ
の
流
れ
が
良
く
な
っ
て
い
く
と
い

い
」
と
述
べ
た
。

　
「
平
成
27
年
度
の
改
正
は
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
・

ふ
く
せ
ん
に
と
っ
て
追
い
風
」と
は
岩
元
理
事
長
。「
さ

ら
に
専
門
性
を
あ
げ
、
専
門
職
・
職
能
団
体
と
し
て
の

評
価
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
で
、
地
位
を
あ
げ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
」
と
し
、
ふ
く
せ
ん
と
し
て
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
約
束
し
た
。

　

助
言
者
と
し
て
登
壇
し
た
東
指
導
官
は
、「
福
祉
用

具
専
門
相
談
員
一
人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る
福
祉
用
具

を
活
用
し
た
好
事
例
を
あ
げ
て
ほ
し
い
。
効
果
的
な
モ

デ
ル
を
〝
見
え
る
化
〞
し
、
行
政
専
門
職
、
こ
れ
か
ら

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
に
な
ろ
う
と
す
る
人
た
ち
に

広
報
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
述
べ
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
白
澤
氏
は
、「
福
祉

用
具
専
門
相
談
員
が
力
を
つ
け
て
い
く
仕
組
み
を
各
事

業
所
が
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
、
ま
ず
一
番
の
大
き
な

課
題
。
福
祉
用
具
に
関
わ
る
皆
が
努
力
し
て
考
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
」
と
し
た
。
ま
た
、「
研
修
ポ
イ
ン
ト

制
度
を
活
用
し
て
研
修
の
機
会
を
確
保
し
、
力
を
つ
け

て
頂
き
た
い
」と
述
べ
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
締
め
く
く
っ

た
。
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平
成
26
年
度
老
健
事
業
の
一
環
で
開
催
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
。
基
調
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ほ
か
、
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
展
示
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

◀ コーディネーター
畔上加代子氏
本会副理事長

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／
メ
ー
カ
ー
の
視
点
を
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
に
活
か
そ
う
！

Ⅳ
ワークショプ

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
普
及
啓
発
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
専
門
性
の
確
保
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
る
な
か
、
本
会
で
は
、
福
祉
用
具
メ
ー
カ
ー
を
招
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
頂
き
、
商
品
知
識
と
と
も
に
、

計
画
作
成
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
に
注
力
し
て
い
る
。
開
発
や
販
売
を
行
う
メ
ー
カ
ー
の
視
点
か
ら
、
選
定
理
由
に
つ
な
が
る
商
品
の
特
徴
や
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
つ
な
が
る
留
意
点
を
、
商
品
説
明
と
と
も
に
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。

　　　
アロン化成株式会社　
新事業開発部等東京グループ
グループリーダー 草間 透 氏　▼
水洗ポータブルトイレ
および処理システム

　　　　　　　　　  ▶
大和ハウス工業株式会社
経営企画部マインレット開発プロジェクト室課長 坂口康人氏（写真右）
難聴者との会話補助装置〈COMUOON〉やロボットスーツＨＡＬの腰
補助バージョン等をプレゼン（写真はCOMUOON)

◀アロン化成株式会社
　新事業開発部長　中居義貴氏
　水洗ポータブルトイレおよび
処理システム

2/24

バ
リ
ア
フ
リ
ー
２
０
１
５

4/17

　

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
が
在
宅
に
普
及
す
る
可
能
性
も
視
野

に
入
れ
、
介
護
保
険
給
付
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
自
動

排
泄
処
理
装
置
、水
洗
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、

計
画
に
落
と
し
込
む
視
点
を
学
ん
だ
。

平
成
27
年
度
定
時
総
会

6/23

　

年
に
一
度
、
会
員

が
多
数
集
ま
る
定

時
総
会
に
あ
わ
せ
、

計
画
作
成
研
修
を

開
催
し
た
。

株式会社ケープ
営業本部中部・北陸ブロック
リーダー 市塚 清晴氏
かんたんモードのエアマット
　〈NEXUS R〉

日進医療機器株式会社
東京営業所所長 森永 浩規氏
ベルトで張り調整する車いす
〈座王シリーズ〉

　　　　　　　◀
ユニ・チャームヒューマンケア株式会社
代表取締役社長 白井 光比呂氏（写真左）
自動排泄処理装置〈ヒューマニー〉

◀ コーディネーター　渡邉 愼一氏

コーディネーター ▶
西野 雅信氏
株式会社シルバーウッド
高齢者住宅事業部研修担当リーダー
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ふ
く
せ
ん
で
は
、「
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー（
Ｓ
Ｖ
）養
成
研
修
」（
以
下
、Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
）

を
開
催
し
、
指
定
講
習
会
や
各
地
の
研
修
会
に
お
い
て
、
計
画
作
成
に
つ
い
て
講
義
が
で
き
る
福
祉
用
具
専
門
相
談

員
の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
を
修
了
し
て
実
際
に
活
動
さ
れ
て
い
る
会
員
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
っ
た
。

Ｓ
Ｖ
活
動
報
告 

No.
２

SV活動紹介

ⅤⅤⅤⅤ
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
Ｓ
Ｖ
（
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）
活
動
を
紹
介

ど
ん
な
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
か
？

福
島
福
祉
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
指
定
講
習

会
で
、「
福
祉
用
具
貸
与
計
画
等
の
意
義
と
活
用
」
お

よ
び
「
福
祉
用
具
に
よ
る
支
援
の
手
順
と
福
祉
用
具
貸

与
計
画
等
の
作
成
」
の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

や
っ
て
み
て
い
か
が
で
し
た
か
？

Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
で
、
指
導
計
画
の
立
て
方
や
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
進
め
方
に
つ
い
て
学
ん
だ
経
験
が
、
当
日
役

に
立
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
へ
の
意
気
込
み
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
！

Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
内
容
の
充

実
し
た
講
義
を
行
え
る
よ
う
、
日
々
研
鑽
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
冨
田
大
二
（
と
み
た 

だ
い
じ
）
氏

ど
ん
な
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
か

だ
い
じ
）
氏

（株）
同
仁
社
　
第
二
営
業
部

ヘ
ル
ス
ケ
ア
営
業
　
係
長

Ｓ
Ｖ
活
動
報
告
No.
３

◆
岩
田
麻
由
美
（
い
わ
た 

ま
ゆ
み
）
氏

（有）
千
広
　
福
祉
事
業
部
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
ス
ケ
ア
課
　

　
　
　
　
業
務
推
進
企
画
管
理
室
　
室
長

予
定
し
て
い
る
研
修
は
？

熊
本
県
離
職
者
訓
練
事
業
「
介
護
職
員
実
務
者
研
修

科
」
内　

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
指
定
講
習
会

主
催
：（
公
財
）
総
合
健
康
推
進
財
団　

九
州
支
部

依
頼
の
経
緯
は
？

前
回
の
指
定
講
習
の
際
に
ふ
く
せ
ん
会
員
募
集
Ｐ
Ｒ
に

立
ち
会
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
本
研
修
会
で
使

用
す
る
福
祉
用
具
を
当
社
か
ら
貸
し
出
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
今
回
講
師
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

意
気
込
み
を
一
言
！

一
人
で
も
多
く
の
方
に
、
福
祉
用
具
の
役
割
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
醍
醐
味
・
魅
力

を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Ｓ
Ｖ
活
動
報
告
・
番
外
編

予
定
し
て
い
る
研
修
は
？

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
指
定
講
習
会

（
茨
城
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
振
興
会
）、

介
護
専
門
員
研
修
（
茨
城
県
介
護
福

祉
士
会
）
な
ど

意
気
込
み
を
一
言
！

 a change and progress!

　
（
人
生
一
度
大
切
に
！
）

◆
松
﨑
佐
一
郎
（
ま
つ
ざ
き 

さ
い
ち
ろ
う
）
氏

マ
ツ
ザ
キ
マ
テ
リ
ア
ル
（株）

代
表
取
締
役

さ
い
ち
ろ
う
）
氏

　

去
る
３
月
の
ブ
ロ
ッ
ク
総

会
を
う
け
て
、茨
城
県
ブ
ロ
ッ

ク
長
に
就
任
し
た
松
﨑
氏
。
普
段
か
ら
様
々
な
と
こ
ろ

で
講
師
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
（
11
月
）
は

Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
を
受
講
し
、
あ
ら
た
め
て
理
解
を
深
め

て
今
後
の
講
師
活
動
に
臨
む
と
の
こ
と
。
一
言
、
意
気

込
み
を
う
か
が
っ
た
。

http://www.zfssk.com/sp/1411_sv/index.html
福祉用具サービス計画ＳＶに関する詳しい情報は…

今
年
度
の
Ｓ
Ｖ
養
成
研
修
開
催
予
定
は
…

【
大
阪
会
場
】

日
時
：
10
／
22
・
23
（
木
・
金
）

場
所
：
大
阪
府
社
会
福
祉
会
館

【
東
京
会
場
】

日
時
：
11
／
13
・
14
（
金
・
土
）

場
所
：
お
茶
の
水
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
学
院
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｜
本
会
に
入
会
し
た
き
っ
か
け
は
？

田
代
氏
：
会
社
を
設
立
し
、
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
・
販

売
事
業
の
営
業
を
開
始
し
た
の
が
平
成
12
年
９
月

で
し
た
。
こ
の
事
業
を
始
め
た
時
に
情
報
収
集
の
た

め
に
も
入
会
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
当
時

の
山
下
会
長
の
考
え
方
に
も
共
感
し
ま
し
た
し
。

｜
本
会
の
活
動
が
事
業
の
現
場
で
役
立
っ
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

会員インタビュー

ⅥⅥⅥⅥⅥ

会
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
関
心
を
持
つ
こ
と
が
成
長
の
第
一
歩
」
チ
ー
ム
で
利
用
者
と
向
か
い
合
う

ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を
い
ち
早
く
構
築

田た
し
ろ代 

正ま
さ
ひ
ろ博 

氏
（株） 

ラ
イ
コ
ム
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役　
　
（
東
京
都
江
東
区
）

田
代
氏
は
本
会
設
立
当
初
か
ら
の
会
員
。
自
身
は
も
ち
ろ
ん
社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
に
向
け
て
の
努
力
を
惜
し
ま
な
い
。
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
と
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
に
は
妥
協
せ
ず
、
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
も
し
っ
か
り
と
信
頼
関
係
を
築
い
て
き
た
同
氏
。
本
会
の
活

動
や
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
を
伺
っ
た
。

田
代
氏
：
や
は
り
、
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成

に
つ
い
て
は
、
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
私

も
勉
強
し
ま
し
た
。
当
社
で
は
、
義
務
化
の
前
に
計

画
書
作
成
の
専
門
職
と
し
て
２
名
に
徹
底
的
に
学
ば

せ
、
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
計
画
作
成

の
専
門
職
を
３
名
に
増
や
し
、
他
の
職
員
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

｜
「
計
画
書
の
作
成
が
大
変
…
」
と
感
じ
て
い
る
福

祉
用
具
相
談
員
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

田
代
氏
：「
や
ら
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
感
覚
で
臨
ん

で
い
る
と
負
担
感
だ
け
に
目
が
い
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
意
義
を
し
っ
か
り
と
ら
え
て

い
れ
ば
、
活
き
た
業
務
ツ
ー
ル
に
な
る
の
で
す
が
。

自
分
の
頭
で
考
え
、
関
心
を
持
ち
、「
自
分
が
や
る
ん

だ
」
と
い
う
意
識
を
持
た
な
け
れ
ば
、
ま
ず
覚
え
ら

れ
な
い
し
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
せ
ん
ね
。

「ものが言いやすい会社」を大切にして
いるという田代氏。取材日の翌日は社
内フットサル大会が予定されていました。
「プレーはしないけど応援に行くよ」

｜
社
員
教
育
で
心
が
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
？

田
代
氏
：
経
験
の
浅
い
社
員
で
も
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会

議
な
ど
に
は
で
き
る
だ
け
出
席
す
る
。
営
業
会
議
に

は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
も
出
席
し
、ど
ん
ど
ん
発
言
す
る
。

自
分
が
そ
の
ご
利
用
者
の
担
当
者
だ
と
い
う
意
識

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
過
程
で
必
要
な
知

識
を
得
る
た
め
に
研
修
を
受
け
た
い
、
勉
強
し
た
い

と
い
う
思
い
は
、
全
面
的
に
奨
励
し
ま
す
。

｜
今
後
の
課
題
は
？

田
代
氏
：
介
護
保
険
制
度
の
始
期
と
違
っ
て
、
福
祉
用

具
専
門
相
談
員
は
「
そ
の
人
の
担
当
」
で
す
。
状
況

の
変
化
を
つ
か
ん
で
計
画
に
反
映
さ
せ
る
、
そ
れ
が

出
来
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
う
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
踏
ま
え
た
価
格
設
定
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
だ
ま
だ
検
討
が
必
要
で
す
ね
。

｜
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

取材日：6月4日
　　　　晴天

　　← 田代氏

　　↓ 社屋外観
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昨
年
度
、
ふ
く
せ
ん
の
宮
城
県
ブ
ロ
ッ

ク
が
新
た
に
設
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、

47
都
道
府
県
中
、
32
ブ
ロ
ッ
ク
が
整
い

ま
し
た
。

　

宮
城
県
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
就
任
し
た
多

田
氏
に
一
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
設
立
年
月
日
：
２
０
１
５
年
３
月
10
日

■
ブ
ロ
ッ
ク
長
：
多
田 

和
史
氏

　

本
会
で
は
、
世
田
谷
区
が
介
護
給
付
適

正
化
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
行
う
「
福
祉

用
具
購
入
に
係
る
訪
問
調
査
」
に
、
本
会

の
東
京
都
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
を
調
査
員
と
し

て
派
遣
す
る
形
で
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
に
新
規
登
録
し
て
く

だ
さ
っ
た
依
田
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

■
氏
名
：
依
田 

学
氏

　

本
会
で
は
、
昨
年
度
の
「
福
祉
用
具

サ
ー
ビ
ス
計
画
書
の
読
み
方
」
に
引
き

続
き
、
消
費
生
活
協
同
組
合
の
助
成
を

受
け
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
説
明
す
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
が
利
用
者
・

家
族
と
お
話
す
る
際
に
、
訪
問
し
て
利

用
状
況
を
確
認
し
た
り
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
説
明
で
き
る
よ
う
、
本
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
補
助
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し

て
頂
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、「
在
宅
に
お
け

る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
普
及
の
課
題
と
福

祉
用
具
専
門
相
談
員
の
役
割
に
関
す

る
調
査
研
究
事
業
」
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
国
の
「
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器

開
発
５
カ
年
計
画
」
を
踏
ま
え
、
在

宅
に
お
け
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
普
及
上

の
課
題
を
整
理
し
、
そ
の
際
の
福
祉

用
具
専
門
相
談
員
の
役
割
を
検
討
す

る
た
め
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。
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宮
城
県
ブ
ロ
ッ
ク
新
設

多田 和史　氏
（ただ かずふみ）

（株）ジェー・シー・アイ　
介護保険事業部　事業部長

依田 学　氏
（よだ まなぶ）
（株）仁済　　
専務取締役

ふくせんアラカルト

７
月
末
発
表
予
定
！

利
用
者
向
け
「
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
」
説
明
リ
ー
フ

　

今
年
度
、
新
た
に
２
社
が
賛
助
会
員

と
し
て
入
会
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

賛
助
会
員
の
み
な
さ
ま
は
、
本
会
の

活
動
に
賛
同
し
、
福
祉
用
具
専
門
相
談

員
な
ら
び
に
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
の
発

展
の
た
め
、
ご
支
援
、
ご
協
力
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。

■
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社

主
な
事
業
：
排
泄
ロ
ボ
ッ
ト
「
マ
イ

ン
レ
ッ
ト
爽
」「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ー
」
を

は
じ
め
、ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ「
Ｈ
Ａ
Ｌ
」、

免
荷
式
リ
フ
ト
「
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
」、
セ
ラ

ピ
ー
ロ
ボ
ッ
ト「
パ
ロ
」な
ど
の
ロ
ボ
ッ

ト
福
祉
機
器
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

■
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

主
な
事
業
：
レ
ン
タ
ル
卸
事
業
者
と
し

て
、
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
に
消
毒
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
た
福
祉
用
具
の
貸
出

し
を
行
う
ほ
か
、
様
々
な
研
修
や
福
祉

用
具
貸
与
事
業
者
向
け
の
業
務
支
援
シ

ス
テ
ム
『
ス
マ
ー
ト
シ
ェ
イ
ク
』
の
提

供
も
行
っ
て
い
ま
す
。

・
・
・
賛
助
会
員
紹
介
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

生活目標に合わせて導入した福祉用
具の利用状況を一緒に確認するうち
に、もっと福祉用具に興味をもっても
らえるようになりました。福祉用具を
使った生活を、一緒に前向きに考えて
いきたいです。

福祉用具は初めて使う人がほとんど
です。一度の説明ですべてがわかる
ものではありません。不安なことは
何回でも説明しますので、気軽にお
尋ねください。

定期的にお会いして、からだの変化
に合わせて福祉用具を調整しなおし
ています。そうすることで、からだの
状態が良くなったり、長く元気でいら
れたりすることが嬉しいです。

福祉用具は、導入したらそれで終わりではありません。定期的に利用状況を確認したり、
気持ちに寄り添いながら、適した福祉用具を提案していくのが、福祉用具専門相談員の役割です。

定期訪問（モニタリング）をおこなっている
福祉用具専門相談員の
定期訪問（モニタリング）をおこなっている
福祉用具専門相談員の声声

電動ベッドの使い方を誤解していたご
家族がいらっしゃり、起き上がりの介
助に無理がありました。あらためて使
い方を説明したところ、ご本人もご家
族も、ほっとしたお顔になりました。

なかを
ご覧ください

「本当はひとりで外出したい」という
車いす利用の方がいました。たぶん
ご家族に気を遣っていたのだと思い
ます。ケアマネジャーと協力して電
動車いすをご紹介しています。ご家
族とともにチャレンジしていただけそ
うで楽しみです。

たとえば、介助バーを何度も使ううち
に、ネジがゆるみやすくなったりしま
す。しかし、福祉用具専門相談員が
普段からしっかりと点検していること
で、安全に使うことができます。

からだの
状態や利用状況
に合わせて福祉用
具を調整していき
ましょう！

福祉用具専門相談員氏名：

次の訪問予定日時：　　月　　日（　）　　時　　分

一般社団法人 全国福祉用具専門相談員協会
〒108-0073 東京都港区三田 2-14-7  ローレル三田 404
TEL : 03-5418-7700／ FAX : 03-5418-2111
メール : info@zfssk.com　URL : http://www.zfssk.com

このリーフレットは、全国生活協同組合連合会および
全国労働者共済生活協同組合連合会の助成を受けて、
一般社団法人全国福祉用具専門相談員協会が制作したものです。

福祉用具専門相談員が
ご自宅を

定期訪問（モニタリング）します！

福祉用具の利用状況の確認のために

ささいなことでも、
まずは気軽に
相談してみて
ください。

老
健
事
業
：
昨
年
度
の
事
業
報
告※詳細はウェブサイトでご覧いただけます。

　http://www.zfssk.com/sp/1302_chosa/abc_2015.html

新
調
査
員
紹
介
を
紹
介

こ
の
度
、
ふ
く
せ
ん
宮
城
県
ブ
ロ
ッ
ク

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
皆
様
と
一
緒
に
福
祉
用

具
業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

目
的
に
あ
わ
せ
た
適
切
な
利
用
が
出

来
て
い
る
か
確
認
す
る
だ
け
で
な
く
、

福
祉
用
具
の
導
入
に
よ
っ
て
〝
つ
く
ら

れ
た
障
害
〞や
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、

区
の
方
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。


